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はじめにはじめにはじめにはじめに
このマニュアルで説明されている各種サービスは日本オラクル社から提
されるサービスです。サービスは、製品をご購入された日本オラクル正

代理店各社から提供される場合もありますが、サービス内容はこのマニ
アルの説明と異なることがあります。

このマニュアルでは、次に示す Oracle Application Server のインストール
タイプのインストール方法について説明します。

� J2EE and Web Cache 中間層

� OracleAS Infrastructure

� Portal and Wireless 中間層

� Business Intelligence and Forms 中間層

このマニュアルの内容このマニュアルの内容このマニュアルの内容このマニュアルの内容

� ご注文内容の確認

� このマニュアルで説明するインストール・タイプ

� 要件

� インストーラの起動

� J2EE and Web Cache（Java 開発者トポロジ）のインストール

� Portal and WirelessまたはBusiness Intelligence and Forms開発者トポ
のインストール（OracleAS Infrastructure を含む）
Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド 3



4　Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド

� 「ようこそ」ページへのアクセス

� 既存の Oracle データベースへの OracleAS Metadata Repository のインス
トール

� 追加情報

� その他の情報

� ドキュメントのアクセシビリティについて
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1 ご注文内容の確認ご注文内容の確認ご注文内容の確認ご注文内容の確認
メディア・パック受領後、ただちに同梱の Packing List をもとにパッケ

ジ内容物を確認してください。破損、欠品、不明な点などのお問合せは
本製品をご購入された日本オラクル正規代理店、もしくは Oracle Direc
でお寄せください。

メディア・パックには、このマニュアルの他に次の製品が同梱されてい
す。

� 製品メディア

製品メディアには、製品をインストールするためのソフトウェア

び README ファイルが含まれています。

� Start Here CD（赤いレーベル）

Start Here CD には、インストール・マニュアル、リリース・ノー

お役に立つインターネット・リンクおよびメディア・パックに関
情報が含まれています。

� Oracle Application Server JP Documentation Library

Oracle Application Server JP Documentation Library には、オラクル製

のオンライン・ドキュメントが含まれています。

注意注意注意注意 : メディア・パックによって、Start Here CD や

Oracle Application Server JP Documentation Library が同梱さ

れていない製品があります。Packing List を参照して確認

してください。
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2 このマニュアルで説明するインストール・このマニュアルで説明するインストール・このマニュアルで説明するインストール・このマニュアルで説明するインストール・
タイプタイプタイプタイプ
このマニュアルでは、次に示す構成で Oracle Application Server をインス

トールするユーザーを対象にしています。

� Java Developer トポロジ : Java 開発者用です。このトポロジでは、J2EE
and Web Cache 中間層がインストールされ、ここでアプリケーション
をデプロイできます。

� Portal and Wireless 開発者トポロジ : J2EE and Web Cache 機能の他に、
OracleAS Portal、Oracle Application Server Wireless、Oracle Internet 
Directory または Oracle Application Server Single Sign-On 機能を使用す
る Java 開発者用です。このトポロジによって、Portal and Wireless 中
間層および OracleAS Infrastructure がインストールされます。

� Business Intelligence and Forms 開発者トポロジ : J2EE and Web Cache 機

能および Portal and Wireless 機能の他に、OracleAS Personalization、
OracleBI Discoverer、OracleAS Reports Services または OracleAS Forms
Services 機能を使用する開発者用です。このトポロジによって、

Business Intelligence and Forms 中間層および OracleAS Infrastructur
がインストールされます。

より複雑なトポロジが必要な場合の詳細なインストール手順については、
Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。

Oracle Application Server をインストールする前に、最新情報について、

Oracle Application Server のリリース・ノートをお読みください。
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3 要件要件要件要件
ご使用のコンピュータが、次の最小要件を満たしていることを確認して

ださい。

� 第 3.1 項「システム要件の確認」

� 第 3.2 項「ソフトウェア要件の確認」

� 第 3.6 項「データベース管理者のオペレーティング・システム・グ
ループの作成」

� 第 3.7 項「オペレーティング・システム・ユーザーの作成」

� 第 3.8 項「環境変数の確認」

� 第 3.9 項「ポート 1521 が使用されているかどうかの確認」

3.1 システム要件の確認システム要件の確認システム要件の確認システム要件の確認
次の要件を満たしている必要があります。

サポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システムサポートされるオペレーティング・システム

� HP-UX 11i（11.11 または 11.23）PA-RISC 以上

その他のシステム要件その他のシステム要件その他のシステム要件その他のシステム要件

次の表に、その他のシステム要件を示します。
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注意注意注意注意 :

1）Business Intelligence and Forms または Portal and Wireless を OracleAS 
Infrastructure と同一のコンピュータにインストールする場合は、1.5GB 以

上のメモリーが必要です。

2）OracleAS Infrastructure のインストール先ディスクとは異なるディスク
に OracleAS Metadata Repository データベースのデータ・ファイルをインス
トールできます。この場合は、データ・ファイル用に 1.3GB 以上の空き

ディスク領域を確保してください。

表表表表 1 最小システム要件最小システム要件最小システム要件最小システム要件

J2EE and 
Web Cache

Portal and 
Wireless

Business 
Intelligence 
and Forms

OracleAS 
Infrastructure

メモリー（後述の
注意」の（1）を

参照）

512MB 1GB 1GB 1GB

ディスク領域 1.4GB 3.3GB 4.1GB 5.1GB 

TEMP ディレクト
リ内の領域

400MB 400MB 400MB 400MB

スワップ領域 1.5GB 1.5GB 1.5GB 1.5GB
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3.2 ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ご使用のシステムに次のソフトウェアがインストールされていることを

認します。

� 11.11 用の Quality Pack

HP-UX 11i（11.11 または 11.23）PA-RISC 以上

� 11.11（またはそれ以上のバージョン）用のパッチ

– BUNDLE11i B.11.23.0409.3 Required Patch Bundle for HP-UX 
11i v2 (B.11.23), September 2004

– PHKL_29198 s700_800 11.11 Psets サポート・パッチ ; top
（1）

– PHSS_28871 s700_800 11.11 ld（1）およびリンカー・ツール

累積パッチ

– PHSS_28880 s700_800 11.11 HP aC++ -AA ランタイム・ライ
ブラリ（aCC A.03.50）

– PHCO_29960 s700_800 11.11 Pthread 拡張および修正

JDK 1.4.2.05 以上の場合は、次のパッチが必要です。このリリース
は、JDK 1.4.2.05 がインストールされています。JDK パッチの全リ

トについては、HP のサポート・サイトを参照してください。

– PHKL_25842 s700_800 11.11 Thread Abort syscall
Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド 9
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– PHKL_25993 s700_800 11.11 NFS のスレッド nostop、rlimit、
Ufalloc 修正

– PHKL_25994 s700_800 11.11 切離し ;NOSTOP、Abrt、
Psets;slpq1;FSS;getlwp

– PHKL_25995 s700_800 11.11 ufalloc;VxFS3.5;SPP の断片化
;AIO;EVP

– PHKL_26468 s700_800 11.11 vPar、callout、abstime、共有
sync perf

– PHKL_28489 s700_800 11.11 copyin EFAULT、LDCD アクセ

ス・タイプ

– PHNE_29887 s700_800 11.11 累積 ARPA 転送パッチ

ANSI C および C++ がシステムにインストールされている場合は、次

のパッチが必要です。

– PHSS_26792 s700_800 11.X ANSI C コンパイラ B.11.11.04 累
積パッチ

– PHSS_26793 s700_800 11.X +O4/PBO コンパイラ B.11.11.04
累積パッチ

– PHSS_31849: s700_800 11.23 リンカーおよび fdp 累積パッチ

– PHSS_31852: s700_800 11.23 aC++ ランタイム（IA: A.06.05、
PA: A.03.65）
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– PHSS_32511: s700_800 11.23 HP aC++ コンパイラ（A.03.63）

– PHSS_32512: s700_800 11.23 ANSI C コンパイラ B.11.11.12
累積パッチ

– PHSS_32513: s700_800 11.23 +O4/PBO コンパイラ B.11.11.12
累積パッチ

ServiceGuard がシステムにインストールされている場合は、次のパ
チが必要です。

– PHSS_32740: s700_800 11.23 Serviceguard A.11.16.00

� パッケージ

Motif 2.1 開発環境（X11MotifDevKit.MOTIF21-PRG）B.11.11.01

注意注意注意注意 : 次の項の手順 5 の説明に従ってシンボリック・リンクを作成

る場合は、このパッケージは必要ありません。

これらの要件を満たして満たしていることを確認するには、次の手順を

行します。

1. インストールされている HP-UX のバージョンを確認するには、次
コマンドを入力します。

# uname -a
HP-UX hostname B.11.11 U 9000/800 109444686 unlimited-user 
license

この例の場合、HP-UX 11i のバージョンは 11.11 です。
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2. Quality Pack がインストールされているかどうかを確認するには、次

のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/swlist | grep QPK

Quality Pack がインストールされていない場合は、次の Web サイトか

らダウンロードしてインストールします。

http://www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html

3. バンドルまたは製品がインストールされているかどうかを確認するに
は、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/swlist -l product | more

必要な製品がインストールされていない場合は、インストールする必
要があります。製品のインストール方法の詳細は、該当するオペレー

ティング・システムまたはソフトウェアのドキュメントを参照してく
ださい。

4. パッチがインストールされているかどうかを確認するには、次のよう
なコマンドを入力します。

# /usr/sbin/swlist -l patch | grep PHKL_29198

また、インストールされているすべてのパッチを表示するには、次の

コマンドを入力します。

# /usr/sbin/swlist -l patch | more
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必須パッチがインストールされていない場合は、次の URL からダ

ンロードしてインストールします。

http://itresourcecenter.hp.com

5. 前述の Motif パッケージがコンピュータにインストールされていな

場合は、次のシンボリック・リンクを作成します。

a. rootとしてログインします。

b. /usr/libディレクトリに移動します。

# cd /usr/lib

c. 必要なリンクを作成します。

# ln -s libX11.3 libX11.sl
# ln -s libXIE.2 libXIE.sl
# ln -s libXext.3 libXext.sl
# ln -s libXhp11.3 libXhp11.sl
# ln -s libXi.3 libXi.sl
# ln -s libXm.4 libXm.sl
# ln -s libXp.2 libXp.sl
# ln -s libXt.3 libXt.sl
# ln -s libXtst.2 libXtst.sl
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。

」

14　Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド

3.3 OracleAS Web Cache に必要なカーネル・パラメータの確認に必要なカーネル・パラメータの確認に必要なカーネル・パラメータの確認に必要なカーネル・パラメータの確認
この項の内容は、OracleAS Web Cache をインストールする場合に該当しま

す。

� J2EE and Web Cache 中間層をインストールする場合、OracleAS Web 
Cache コンポーネントは、オプションです。

� Portal and WirelessまたはBusiness Intelligence and Forms中間層をインス
トールする場合、OracleAS Web Cache コンポーネントは、常にインス

トールされます。

1. root ユーザーで System Administration Manager（SAM）を起動します

# /usr/sbin/sam

2. 「Kernel Configuration」領域を選択してから、「Configurable Parameters
領域を選択します。

3. maxfiles_limの値が 65536 以上であることを確認します。必要に

応じて、値を変更します。この手順の完了方法については、SAM の
オンライン・ヘルプを参照してください。

4. SAM を終了します。

5. 値を変更した場合は、次のように、システムを再起動します。

# /sbin/shutdown -r now
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3.4 OracleAS Metadata Repository に必要なカーネル・パラメに必要なカーネル・パラメに必要なカーネル・パラメに必要なカーネル・パラメ
タの確認タの確認タの確認タの確認
次の表に示すカーネル・パラメータが、示されている計算式、または推
値以上の値に設定されていることを確認します。表の後の手順では、値

確認および設定方法について説明します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値

ksi_alloc_max （nproc*8）

max_thread_proc 3000

maxdsiz 2063835136

maxdsiz_64bit 2147483648

maxfiles 2048

maxfiles_lim 2048

maxssiz 134217728

maxssiz_64bit 1073741824

maxswapchunks 16384

maxuprc （（nproc*9）/10）
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maxusers 512

msgmap （2+msgmni）

msgmni 4096

msgseg 32767

msgtql 4096

ncallout 6000

ncsize （（8*nproc+2048）+vx_ncsize）

nfile 65536

nflocks 4096

ninode （8*nproc+2048）

nkthread 6000

nproc 4200

semmap （semmni+2）

semmni 4096

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値



こ

semmns （semmni*2）

semmnu （nproc-4）

semvmx 32767

shmmax 物理メモリーのサイズまたは 0X40000000
（1073741824）のいずれか大きい方。

注意注意注意注意 : パフォーマンスの低下を防ぐには、
の値が SGA のサイズ以上である必要があり
ます。

shmmni 512

shmseg 32

tcp_conn_request_max 2048

vps_ceiling 64

注意注意注意注意 : パラメータの現在の値がこの表に示されている値よりも

大きい場合は、パラメータの値を変更しないでください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値
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これらのカーネル・パラメータに現在指定されている値を表示し、必要に

応じてその値を変更するには、次の手順を実行します。

1. （任意）環境変数 DISPLAY を設定して、ローカル・システムの表示

を指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=localhost:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY localhost:0.0

2. System Administration Manager（SAM）を起動します。

# /usr/sbin/sam

3. 「Kernel Configuration」領域を選択してから、「Configurable Parameters
領域を選択します。

4. これらのパラメータに指定した値または式を確認し、必要に応じてそ

の値または式を変更します。

この手順の完了方法については、SAM のオンライン・ヘルプを参照

してください。

5. SAM を終了します。
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6. パラメータに指定されている値を変更した場合は、システムを再

します。

# /sbin/shutdown -r now

7. システムを再起動した場合は、ログインしてユーザーを rootに

替えます。

3.5 インベントリ・ディレクトリのオペレーティング・システインベントリ・ディレクトリのオペレーティング・システインベントリ・ディレクトリのオペレーティング・システインベントリ・ディレクトリのオペレーティング・システ
グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
コンピュータにはじめて Oracle 製品をインストールする場合は、イン
トリ・ディレクトリにオペレーティング・システム・グループを作成し

す。インストーラによってインベントリ・ディレクトリにファイルが作
され、コンピュータにインストールされた Oracle 製品が追跡されます

このマニュアルでは、このグループの名前に oinstallを使用します

第 3.7 項「オペレーティング・システム・ユーザーの作成」で、オペレ
ティング・システム・ユーザーを作成し、oinstallグループをユー

のプライマリ・グループに設定します。

インベントリ・ディレクトリ用に別のグループを用意することによって
様々なユーザーがコンピュータに Oracle 製品をインストールできるよ

します。ユーザーは、インベントリ・ディレクトリへの書込み権限が必
です。この権限を持つには、oinstallグループに所属します。
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インベントリ・ディレクトリのデフォルトの名前は oraInventoryで

す。

コンピュータにインベントリ・ディレクトリがすでにあるかどうかが不明

な場合は、/var/opt/oracle/oraInst.locファイルを参照します。
このファイルには、インベントリ・ディレクトリの場所と、それを所有す

るグループが一覧表示されます。ファイルがない場合は、そのコンピュー
タには Oracle 製品がインストールされていません。

3.6 データベース管理者のオペレーティング・システム・グルーデータベース管理者のオペレーティング・システム・グルーデータベース管理者のオペレーティング・システム・グルーデータベース管理者のオペレーティング・システム・グルー
プの作成プの作成プの作成プの作成
前述の項と同じ手順で、dbaと呼ばれるオペレーティング・システム・グ
ループを作成します。次の手順で、オペレーティング・システム・ユー

ザーを作成すると、この dbaグループは、ユーザーのセカンダリ・グ
ループに設定されます。

3.7 オペレーティング・システム・ユーザーの作成オペレーティング・システム・ユーザーの作成オペレーティング・システム・ユーザーの作成オペレーティング・システム・ユーザーの作成
Oracle 製品のインストールとアップグレードを行うオペレーティング・シ
ステム・ユーザーを作成します。このマニュアルでは、このユーザーを

oracleユーザーと呼びます。



の
プ

の

グ

ユーザーの作成方法ユーザーの作成方法ユーザーの作成方法ユーザーの作成方法

次の手順を実行します。

1. oracleユーザーを作成するには、次のようなコマンドを入力しま

す。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドでは、次のオプションを指定します。

� -gオプションには、プライマリ・グループを指定します。こ
グループは、oinstallなどの Oracle インベントリ・グルー

である必要があります。

� -Gオプションには、セカンダリ・グループを指定します。こ

グループには、OSDBA グループと、必要に応じて OSOPER
ループが含まれる必要があります。たとえば、dbaや dba, 
operなどを指定します。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle
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3.8 環境変数の確認環境変数の確認環境変数の確認環境変数の確認
Oracle Application Server をインストールするオペレーティング・システ

ム・ユーザーは、次の環境変数を設定（または設定解除）する必要があり
ます。

表表表表 2 環境変数環境変数環境変数環境変数

環境変数環境変数環境変数環境変数 設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除

ORACLE_HOME および
ORACLE_SID

設定しないでください。

PATH、CLASSPATH および
共有ライブラリ・パスの環
境変数

Oracle ホーム・ディレクトリ内のディレクトリ
を参照するパスは含めないでください。

DISPLAY インストーラのウィンドウを表示するモニター
に設定します。

TNS_ADMIN 設定しないでください。

TMP 任意です。設定解除した場合、デフォルトで
/tmpに設定されます。



明

事

ない

認す
3.8.1 環境変数の設定方法環境変数の設定方法環境変数の設定方法環境変数の設定方法  この項では、環境変数を設定する方法を説

します。

C シェルの場合 :

% setenv variable_name value

例（C シェル）:

% setenv DISPLAY test.mycompany.com:0.0

Bourne シェルまたは Korn シェルの場合 :

$ variable_name=value; export variable_name

例（Bourne/Korn シェル）:

$ DISPLAY=test.mydomain.com:0.0; export DISPLAY

3.8.2 環境変数のヒント環境変数のヒント環境変数のヒント環境変数のヒント  この項では、環境変数を設定する場合の注意

項を説明します。

� 環境変数を .profileファイルに設定すると、変数は読み取られ

場合があります。環境変数に正しい値が設定されていることを確
るには、インストーラを実行するシェル内で値を確認します。
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� 環境変数の値をチェックするには、envコマンドを使用します。これ

により、現在定義されているすべての環境変数とそれらの値が表示さ
れます。

% env

� suコマンドを使用してユーザーを切り替える（たとえば、root ユー
ザーから oracleユーザーへ切り替える）場合、新しいユーザーは
環境変数を確認します。これは、環境変数は新しいユーザーには渡さ

れない場合があるためです。これは、suに、-パラメータを付けて
（su - user）実行した場合でも発生する可能性があります。

# /* root user */
# su - oracle
% env

3.9 ポートポートポートポート 1521 が使用されているかどうかの確認が使用されているかどうかの確認が使用されているかどうかの確認が使用されているかどうかの確認
この項の内容は、OracleAS Infrastructure をインストールする場合にのみ該
当します。

OracleAS Infrastructure では、Oracle データベースがインストールされ、デ

フォルトでポート 1521 が使用されます。ポート 1521 が使用されているか
どうかを確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> netstat -an | grep 1521



て

必

場
る

し

ポート 1521 がサード・パーティのアプリケーションによって使用され

いる場合は、別のポートを使用するようにアプリケーションを構成する
要があります。

ポート 1521 が既存の Oracle データベース・リスナーで使用されている
合は、OracleAS Infrastructure をインストールする前にリスナーを停止す

必要があります。

詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参照
てください。
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4 インストーラの起動インストーラの起動インストーラの起動インストーラの起動
インストーラを起動するには、次の手順を実行します。

1. Administrators グループのメンバーであるユーザーとしてコンピュー
タにログインします。

2. ディスクを挿入します。

CD-ROM の場合 : Oracle Application Server Disk 1 を挿入します。

DVD の場合 : Oracle Application Server DVD を挿入します。



、

E ア

ナ

ッ
上

ま

動」
5 J2EE and Web Cache（（（（Java 開発者トポ開発者トポ開発者トポ開発者トポ
ロジ）のインストールロジ）のインストールロジ）のインストールロジ）のインストール
このトポロジによって、J2EE and Web Cache 中間層がインストールされ

次のコンポーネントが提供されます。

� Oracle HTTP Server: これは Web サーバーです。

� Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）: これは、J2E
プリケーションのデプロイおよびテストに使用できる J2EE コンテ
です。

� OracleAS Web Cache: このコンポーネントは、オブジェクトをキャ
シュして Oracle HTTP Server の負荷を削減し、パフォーマンスを向

させます。

J2EE and Web Cache 中間層をインストールするには、次の手順を実行し
す。

1. インストーラを起動します。詳細は、第 4 章「インストーラの起
を参照してください。

2. 「ようこそ」画面

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
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3. コンピュータにはじめて Oracle 製品をインストールする場合は、イ

ンストーラによって次の画面が表示されます。

a. 「インベントリ・ディレクトリと資格証明の指定」画面

「インベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してください」

インベントリ・ディレクトリへのフルパスを入力します。この
ディレクトリは、製品ファイル用の Oracle ホーム・ディレクト

リとは異なります。

例 : /opt/oracle/oraInventory

「オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定」: インベン

トリ・ディレクトリへの書込み権限を持つオペレーティング・
システム・グループを選択します。

例 : oinstall

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

b. orainstRoot.sh の実行ダイアログ・ボックス

プロンプトが表示されたら、異なるシェルで root ユーザーとし

て orainstRoot.shスクリプトを実行します。このスクリプト
は、インベントリ・ディレクトリにあります。

スクリプトを実行した後で、「続行続行続行続行」をクリックします。



す。
な

。

ての

用す
4. 「ファイルの場所の指定」画面

「名前名前名前名前」: この Oracle ホームを識別する名前を入力します。

例 : OH_J2EE

「パスパスパスパス」: インストール先のディレクトリへのフルパスを入力しま
これは Oracle ホームです。インストール先ディレクトリが存在し

い場合は、インストーラによって作成されます。

例 : /opt/ora_j2ee

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

5. 「インストールする製品の選択」画面

「Oracle Application Server」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします

6. 「インストール・タイプの選択」画面

「J2EE and Web Cache」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

7. 「インストール前の要件の確認」画面

この画面に表示される要件を満たしていることを確認して、すべ
チェック・ボックスを選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

8. 「構成オプションの選択」画面

この Oracle Application Server インスタンスでキャッシュ機能を使
る場合は、「OracleAS Web Cache」を選択します。

「Identity Management Access」は選択しないでください。
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「OracleAS Farm Repository」は選択しないでください。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

9. 「ポート構成オプションの指定」画面

「自動自動自動自動」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

10. 「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面

「インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」: このインスタンスの名前を入力します。インスタ

ンス名には、英数字および _（アンダースコア）を使用できます。1
つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがあ

る場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 : J2EE

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」: ias_admin ユー

ザーのパスワードを入力して、確認します。これは、このインスタン
スの管理ユーザーです。

パスワードは 5 文字以上で、そのうちの 1 文字は数字にする必要があ
ります。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

11. 「サマリー」画面

選択した内容を確認し、「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。インス
トーラによって、ファイルがインストールされます。



実

リ

le
12. root.sh の実行ダイアログ

注意 : このスクリプトは、ダイアログ・ボックスが表示されるまで
行しないでください。

別のウィンドウで root ユーザーとしてログインし、root.shスク

プトを実行します。このスクリプトは、このインスタンスの Orac
ホーム・ディレクトリにあります。

root.shスクリプトを実行した後で、「OK」をクリックします。

13. 「コンフィギュレーション・アシスタント」画面

この画面には、Oracle Application Server コンポーネントを構成する
Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。

14. 「インストールの終了」画面

「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックして、インストーラを終了します。
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6 Portal and Wireless またはまたはまたはまたは Business 
Intelligence and Forms 開発者トポロジの開発者トポロジの開発者トポロジの開発者トポロジの
インストーインストーインストーインストールルルル（（（（OracleAS Infrastructure を含む）を含む）を含む）を含む）
このトポロジによって、OracleAS Portal、Oracle Application Server 
Wireless、OracleBI Discoverer などのコンポーネントを使用するアプリケー

ションをデプロイできるようになります。

Portal and Wireless 開発者トポロジを設定するには、次のものをインストー
ルする必要があります。

1. OracleAS Infrastructure

2. Portal and Wireless 中間層

Business Intelligence and Forms 開発者トポロジを設定するには、次のもの
をインストールする必要があります。

1. OracleAS Infrastructure

2. Business Intelligence and Forms 中間層

Portal and Wireless および Business Intelligence and Forms 中間層は、

OracleAS Infrastructure のサービスを使用するため、最初に OracleAS 
Infrastructure をインストールする必要があります。
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6.1 OracleAS Infrastructure のインストールのインストールのインストールのインストール
新しいデータベースと新しい Oracle Internet Directory を使用して Oracl
Infrastructure をインストールするには、次の手順を実行します。

1. インストーラを起動します。詳細は、第 4 章「インストーラの起
を参照してください。

2. 「ようこそ」画面

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

3. コンピュータにはじめて Oracle 製品をインストールする場合は、
ンストーラによって次の画面が表示されます。

a. 「インベントリ・ディレクトリと資格証明の指定」画面

「インベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してください
インベントリ・ディレクトリへのフルパスを入力します。こ

ディレクトリは、製品ファイル用の Oracle ホーム・ディレク
リとは異なります。

例 : /opt/oracle/oraInventory

注意注意注意注意 : OracleAS Infrastructure と、Portal and Wireless または

Business Intelligence and Forms 中間層は、異なるコンピュータに

インストールできます。
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「オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定」: インベン

トリ・ディレクトリへの書込み権限を持つオペレーティング・
システム・グループを選択します。

例 : oinstall

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

b. orainstRoot.sh の実行ダイアログ・ボックス

プロンプトが表示されたら、異なるシェルで root ユーザーとし

て orainstRoot.shスクリプトを実行します。このスクリプト
は、インベントリ・ディレクトリにあります。

スクリプトを実行した後で、「続行続行続行続行」をクリックします。

4. 「ファイルの場所の指定」画面

「名前名前名前名前」: この Oracle ホームを識別する名前を入力します。

例 : OH_INFRA

「パスパスパスパス」: インストール先のディレクトリへのフルパスを入力します。

これは Oracle ホームです。インストール先ディレクトリが存在しな
い場合は、Oracle Universal Installer によって作成されます。

例 : /opt/oracle/oraInfra

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。



し、

ての
5. 「インストールする製品の選択」画面

「OracleAS Infrastructure」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

6. 「インストール・タイプの選択」画面

「Identity Management and OracleAS Metadata Repository」を選択
「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

7. 「インストール前の要件の確認」画面

この画面に表示される要件を満たしていることを確認して、すべ
チェック・ボックスを選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

8. 「構成オプションの選択」画面

「Oracle Internet Directory」を選択します。

「OracleAS Single Sign-On」を選択します。

「OracleAS Delegated Administration Service」を選択します。

「OracleAS Directory Integration and Provisioning」を選択します。

「OracleAS Certificate Authority」は選択しないでください。

「高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション高可用性およびレプリケーション」は選択しないでください。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

9. 「ポート構成オプションの指定」画面

「自動自動自動自動」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
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10. 「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

「推奨ネームスペース推奨ネームスペース推奨ネームスペース推奨ネームスペース」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

11. 「データベース構成オプションの指定」画面

「グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名」: OracleAS Metadata Repository データ
ベースの名前を入力し、ドメイン名をデータベース名に追加します。

グローバル・データベース名のデータベース名の部分は、次のように
指定します。

� 英数字のみを使用できます。

� 8 文字以下で指定する必要があります。

� 大文字の「PORT」または「HOST」という単語は使用できませ
ん。これらの単語を使用する必要がある場合は、小文字を使用

してください。

グローバル・データベース名のドメイン名の部分は、次のように指定

します。

� 英数字、_（アンダースコア）、-（マイナス記号）および #（番
号記号）を使用できます。

� 128 文字以下で指定する必要があります。

例 : orcl.yourcompany.com
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「SID」: OracleAS Metadata Repository データベースのシステム識別

を入力します。通常、これはグローバル・データベース名ですが
メイン名は含めません。SID は、すべてのデータベースで一意であ

必要があります。

この SID 名には、前述したグローバル・データベース名のデータ

ベース名の部分と同じ制限事項があります。

例 : orcl

「データベース・キャラクタ・セットの選択データベース・キャラクタ・セットの選択データベース・キャラクタ・セットの選択データベース・キャラクタ・セットの選択」: データベースに使

るキャラクタ・セットを選択します。

「データベース・ファイルの場所データベース・ファイルの場所データベース・ファイルの場所データベース・ファイルの場所」: データ・ファイル・ディレク
の親ディレクトリへのフルパスを入力します。このディレクトリ

でに存在している必要があり、このディレクトリへの書込み権限
有している必要があります。

インストーラによって、指定したパスのサブディレクトリにデー
ファイルがインストールされます。インストーラは、サブディレ

リの名前にデータベース名を使用します。たとえば、グローバル
データベース名に orcl.yourcompany.comと指定し、データベ

ス・ファイルの場所に /data/dbfilesと指定すると、インスト
ラは、次のディレクトリにデータベース・ファイルを格納します

/data/dbfiles/orcl
Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド 37



38　Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド

ディレクトリを配置するファイル・システムには、1.3GB 以上の空き

ディスク領域が必要です。格納するデータ量に応じて、本番データ
ベース用に追加のディスク領域が必要です。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

12. 「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面

データベース管理ユーザーのパスワードを設定します。これは、デー
タベース管理に使用する権限付きアカウントです。すべてのユーザー
に同じパスワードを使用することも、ユーザーごとに異なるパスワー

ドを使用することもできます。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

13. 「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面

「インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」: このインスタンスの名前を入力します。インスタ

ンス名には、英数字および _（アンダースコア）を使用できます。1
つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがあ

る場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 : infra

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」: ias_admin ユー

ザーのパスワードを入力して、確認します。これは、このインスタン
スの管理ユーザーです。
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パスワードは 5 文字以上で、そのうちの 1 文字は数字にする必要

ります。

例 : welcome99

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

14. 「サマリー」画面

選択した内容を確認し、「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。イン
トーラによって、ファイルがインストールされます。

15. root.sh の実行ダイアログ

注意 : このスクリプトは、ダイアログ・ボックスが表示されるまで
行しないでください。

別のウィンドウで root ユーザーとしてログインし、root.shスク

プトを実行します。このスクリプトは、このインスタンスの Orac
ホーム・ディレクトリにあります。

root.shスクリプトを実行した後で、「OK」をクリックします。

16. 「コンフィギュレーション・アシスタント」画面

この画面には、Oracle Application Server コンポーネントを構成する

Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。

17. 「インストールの終了」画面

「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックして、インストーラを終了します。
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6.2 Portal and Wireless またはまたはまたはまたは Business Intelligence and 
Forms 中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール
次の手順を実行すると、Portal and Wireless または Business Intelligence and
Forms 中間層がインストールされ、第 6.1 項「OracleAS Infrastructure のイ

ンストール」でインストールした OracleAS Infrastructure を使用するように
構成されます。

1. インストーラを起動します。詳細は、第 4 章「インストーラの起動」
を参照してください。

2. 「ようこそ」画面

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

3. コンピュータにはじめて Oracle 製品をインストールする場合は、イ
ンストーラによって次の画面が表示されます。

a. 「インベントリ・ディレクトリと資格証明の指定」画面

「インベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してくださいインベントリ・ディレクトリのフルパスを入力してください」
インベントリ・ディレクトリへのフルパスを入力します。この

ディレクトリは、製品ファイル用の Oracle ホーム・ディレクト
リとは異なります。

例 : /opt/oracle/oraInventory
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「オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定オペレーティング・システム・グループ名の指定」: インベ

トリ・ディレクトリへの書込み権限を持つオペレーティング
システム・グループを選択します。

例 : oinstall

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

b. orainstRoot.sh の実行ダイアログ・ボックス

プロンプトが表示されたら、異なるシェルで root ユーザーと

て orainstRoot.shスクリプトを実行します。このスクリ
は、oraInventory ディレクトリにあります。

スクリプトを実行した後で、「続行続行続行続行」をクリックします。

4. 「ファイルの場所の指定」画面

「名前名前名前名前」: この Oracle ホームを識別する名前を入力します。

例 : OH_PORTAL

「パスパスパスパス」: インストール先のディレクトリへのフルパスを入力しま

これは Oracle ホームです。インストール先ディレクトリが存在し
い場合は、Oracle Universal Installer によって作成されます。

例 : /opt/oracle/oraPortal

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
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5. 「インストールする製品の選択」画面

「Oracle Application Server」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

6. 「インストール・タイプの選択」画面

「Portal and Wireless」または「Business Intelligence and Forms」を選
択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

7. 「インストール前の要件の確認」画面

この画面に表示される要件を満たしていることを確認して、すべての
チェック・ボックスを選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

8. 「構成オプションの選択」画面

Portal and Wireless の場合は、次のオプションを選択します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

Business Intelligence and Forms の場合は、次のオプションを選択します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

� OracleBI Discoverer

� OracleAS Personalization

� OracleAS Reports Services

� OracleAS Forms Services
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「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

9. 「ポート構成オプションの指定」画面

「自動自動自動自動」を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

10. Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。Oracle Internet 
Directory は、OracleAS Infrastructure のインストール時にインスト

されます。

a. 「Oracle Internet Directory への登録」画面

「ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名」: Oracle Internet Directory を実行しているコンピュ

タの名前を入力します。

「ポートポートポートポート」: Oracle Internet Directory がリスニングしているポー

のポート番号を入力します。Oracle Internet Directory のポート
号は、ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルを

認します。ORACLE_HOMEは、OracleAS Infrastructure のインス
トール先です。

「Oracle Internet Directory にはにはにはには SSL 接続のみ使用接続のみ使用接続のみ使用接続のみ使用」を選択し
場合は、portlist.iniファイル内の Oracle Internet Directo

（SSL）パラメータからポート番号を取得する必要があります

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド 43



44　Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド

b. 「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面

「ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」: orcladminと入力します。これは、Oracle 
Internet Directory 管理者の名前です。

「パスワードパスワードパスワードパスワード」: orcladmin ユーザーのパスワードは、インフラス

トラクチャの ias_admin ユーザーのパスワードと同じです。この
パスワードは、インフラストラクチャをインストールしたとき

に入力したものです（第 6.1 項「OracleAS Infrastructure のインス
トール」の手順 13 を参照）。

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

11. 「Metadata Repository の選択」画面

「リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ」: この中間層インスタンスで使用する OracleAS 
Metadata Repository を選択し、「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

12. 「送信メール・サーバー情報の指定」画面

この画面は、Business Intelligence and Forms インストールを選択した
場合にのみ表示されます。

OracleAS Reports Services で使用する送信メール（SMTP）サーバーの
名前を入力します。空白のままにしておいて、後で構成することもで

きます。「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。
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13. 「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面

「インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名」: このインスタンスの名前を入力します。イン
ンス名には、英数字および _（アンダースコア）を使用できます。

つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス
る場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 : PORTAL

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」: ias_admin ユ
ザーのパスワードを入力して、確認します。これは、このインス

スの管理ユーザーです。

パスワードは 5 文字以上で、そのうちの 1 文字は数字にする必要
ります。

例 : welcome99

「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。

14. 「サマリー」画面

選択した内容を確認し、「インストールインストールインストールインストール」をクリックします。イン

トーラによって、ファイルがインストールされます。

15. root.sh の実行ダイアログ

注意 : このスクリプトは、ダイアログ・ボックスが表示されるまで

行しないでください。
Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド 45



46　Oracle Application Server クイック・インストレーション・ガイド

別のウィンドウで root ユーザーとしてログインし、root.shスクリ

プトを実行します。このスクリプトは、このインスタンスの Oracle
ホーム・ディレクトリにあります。

root.shスクリプトを実行した後で、「OK」をクリックします。

16. 「コンフィギュレーション・アシスタント」画面

この画面には、Oracle Application Server コンポーネントを構成する
Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。

17. 「インストールの終了」画面

「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックして、インストーラを終了します。



ク
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7「ようこそ」ページへのアクセス「ようこそ」ページへのアクセス「ようこそ」ページへのアクセス「ようこそ」ページへのアクセス
インストールの後に Oracle Application Server の「ようこそ」ページにア

セスして、インストールに成功したことを確認します。「ようこそ」ペ
ジの URL は、次のとおりです。

http://hostname.domainname:http_port

ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルを確認して、http_
を特定します。このポートは、「Oracle HTTP Server listen po
行に表示されます。

注意注意注意注意 : 1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server イ
ンスタンスがインストールされている場合は、各インスタンスが

独自のポート番号のセットを持っています。正しい Oracle ホー

ム・ディレクトリの portlist.iniファイルを確認し、必ず正

しいポート番号を使用してください。
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ようこそ」ページには、次のような役立つページへのリンクが含まれて

います。

� Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）の新機能

� Oracle Enterprise Manager Application Server Control（Application Server
Control）。これは、ブラウザベースの管理ツールです。

� リリース・ノート

� 次の操作

� デモ
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8 既存の既存の既存の既存の Oracle データベースへのデータベースへのデータベースへのデータベースへの
OracleAS Metadata Repository のインスのインスのインスのインス
トールトールトールトール
OracleAS Metadata Repository を既存の Oracle データベースにインストー
する場合は、Oracle Application Server Metadata Repository Creation Assis
と呼ばれるツールを実行します。

Oracle Application Server Metadata Repository Creation Assistant は、
「OracleAS Metadata Repository Creation Assistant」CD-ROM に格納されて

ます。

このツールの使用方法の詳細は、Oracle Application Server Metadata 
Repository Creation Assistant のユーザーズ・ガイドを参照してください
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9 追加情報追加情報追加情報追加情報
この項では、次の内容について説明します。

� 製品のライセンス

� Oracle Support へのお問合せ

� 製品マニュアルの入手方法

製品のライセンス製品のライセンス製品のライセンス製品のライセンス

このメディア・パックに含まれている製品は、トライアル・ライセンス契

約に基づき、30 日間、インストールおよび評価できます。 ただし、30 日
間の評価期間後もいずれかの製品の使用を継続する場合、プログラム・ラ

イセンスをご購入いただく必要があります。

Oracle Support へのお問合せへのお問合せへのお問合せへのお問合せ

Oracle 製品サポートをご購入いただいた場合、Oracle Support に、年中無
休で 24 時間いつでも、お問い合せいただけます。 Oracle 製品サポートの購

入方法、または Oracle Support への連絡方法の詳細は、Oracle Support の
Web サイトを参照してください。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/
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製品マニュアルの入手方法製品マニュアルの入手方法製品マニュアルの入手方法製品マニュアルの入手方法

Oracle 製品のマニュアルは、HTML および Adobe 社 PDF 形式で提供さ

ており、入手方法がいくつかあります。

� メディア・パック内のディスク :

– プラットフォーム固有のマニュアルは、製品ディスクに含

まれています。 マニュアルにアクセスするには、CD-ROM
のトップレベル・ディレクトリにある welcome.htmファイ

ルを参照してください。

� Oracle Technology Network Japan の Web サイト :

http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/

PDF ドキュメントを表示するには、必要に応じて、Adobe 社の Web サ

トから、無料の Adobe Acrobat Reader をダウンロードしてください。

http://www.adobe.com/
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10 その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

クイック・リファレンスクイック・リファレンスクイック・リファレンスクイック・リファレンス

オラクル製品のインストールに関する情報オラクル製品のインストールに関する情報オラクル製品のインストールに関する情報オラクル製品のインストールに関する情報

オラクル製品のインストールに関する情報およびマニュアルを提供してい

ます。

次の URL をご参照ください。ただし、個々の環境に依存する問題、検証
が必要なケースはサポート・サービス（有償）の締結が必要になりますの

でご了承ください。

リソースリソースリソースリソース 連絡先連絡先連絡先連絡先 /Web サイトサイトサイトサイト

開発者向けのテクニカル・リソース
にアクセスできます。

http://www.oracle.com/technology/
global/jp/

インストール・マニュアルにアクセ
スできます。

http://www.oracle.com/technology/
global/jp/tech/install/

サポート・サービスに関する情報に
アクセスできます。

http://www.oracle.com/lang/jp/sup
port/

日本オラクル技術営業の連絡先です。 0120-155-096（受付時間などの詳細は
後述）
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□ OTN インストール・センター

http://www.oracle.com/technology/global/jp/

上記 URL から「テクノロジーセンター」→「インストール方法」
ご覧ください。

□ Oracle Technology Network 掲示板

http://www.oracle.com/technology/global/jp/

上記 URL から「掲示板」→「ビギナー」→「初心者の部屋」をご
ください。

□ インストレーション・ガイド・ダウンロード

http://www.oracle.com/technology/global/jp/

上記 URL から「マニュアル」→「< 製品名 >」→「<OS>」をご覧
ださい。

□ 製品 FAQ 検索

http://support.oracle.co.jp/

上記 URL から「製品 FAQ 検索」をご覧ください（キーワード：「
ンストール」、「install」など）。
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これらを参照しても解決されないインストール時の不明 / 問題点について

は支援サービスを提供しています。次のオラクル製品が対象になりますの
で、次の URL からご質問をお願いいたします。

□ インストールサービスご利用方法

http://www.oracle.co.jp/install_service/

– 対象製品

Oracle Database Standard Edition

Oracle Database Personal Edition

– 対象 OS

Linux x86

Microsoft Windows

Oracle Technology Network Japan
OTN Japan は開発者に必要な技術リソースを提供する会員制の日本オラク
ル公式技術サイトです。OTN Japan にご登録（無償）いただくと、技術資
料、オンライン・マニュアル、ソフトウェア・ダウンロード、サンプル・

コード、掲示板、オラクル関連書籍のディスカウント、OTN 有償プログ
ラムなど様々なサービスを受けることができます。
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□ OTN Japan 登録方法

http://www.oracle.com/technology/global/jp/

上記 URL から「各種ガイドライン」→「はじめての方へ」をご覧
ださい。

□ 技術資料

http://www.oracle.com/technology/global/jp/products/

オラクル製品の最新情報を提供します。目標とする技術資料をす
く参照できるわかりやすいカテゴリーになっています。

□ ソフトウェア・ダウンロード

http://www.oracle.com/technology/global/jp/software/

オラクル製品のトライアル版、早期アクセス版、ユーティリティ
ライバなどを無償でダウンロードできます。最新バージョンをタ

リーに掲載していますので、OTN Japan で提供している技術資料、
キュメントなどとあわせて使用することにより、いち早く最新の
クル・テクノロジを体験できます。

□ ドキュメント

http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/
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オラクル製品のインストレーション・ガイド、リリース・ノートなど

のドキュメント（マニュアル）を掲載しています。製品に同梱されて
いるドキュメントから有償マニュアルに至るまで、最新のドキュメン

トをタイムリーに掲載しています。

□ サンプル・コード　

http://otn.oracle.co.jp/sample_code/

開発者がちょっとしたところで苦労するプログラムのサンプルを掲載
しています。オラクル最新テクノロジーに準拠したサンプル・プログ

ラムの数々をお役立てください。

□ 掲示板

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2

オラクル製品を使用して開発される皆さんのためのコミュニティで
す。Web によるディスカッション・フォーラム（掲示板）を通して、

オラクル開発者間で情報交換ができます。それぞれの開発ノウハウを
共有することで、より効率的な開発ができます。

□ OTN 有償プログラム

http://www.oracle.com/technology/global/jp/upgrade/

OTN 有償プログラムは、OTN 会員様向けの有償アップグレード・

サービスです。OTN Japan サイトでご提供している無償サービスに加
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え、最新のオラクル製品を開発ライセンスでご使用いただける O
Software Kit（日本語版 CD-ROM）の送付やオラクル技術書籍ご購
時のディスカウントなど、有償ならではの様々なサービスをご提

たします。

□ お薦めサービス「SQL 構文検索サービス」

http://otn.oracle.co.jp/document/sqlconst/

SQL 文や SQL 関数をオンラインで参照できる SQL 構文検索サー
です。

□ お薦めサービス「Oracle エラーメッセージ検索」

http://www.oracle.com/technology/global/jp/reference/msg/ind
tml

オラクル製品の使用中に表示されるエラー・メッセージについて
します。

□ お薦めサービス「TechBlast メールサービス」

http://www.oracle.com/technology/global/jp/techblast/

OTN Japan では配信を希望された会員の皆様へほぼ月に 1 ～ 2 回メ

ルをお送りしています。新着情報のほか、会員の皆様にぜひとも
らせしたいセミナーやイベント情報、読み物として製品や最新技

関する連載を掲載しています。
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OracleDirect
OracleDirect では、電話とインターネットを通じて、製品ご購入前のオラ

クル製品に関連するお問い合わせをはじめとする、お客様からの様々なお
問合せに対応いたします。

OracleDirect に関する詳細は、次の Web サイトをご覧ください。

http://www.oracle.com/lang/jp/corporate/contact.html

□ お問合せ先

TEL：0120-155-096

Web 問合せ：
http://www.oracle.com/lang/jp/corporate/contact.html

※ 受付時間：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 18:00（土、日、祝祭日、年末年

始を除く）

また、OracleDirect にてお受けできるご質問内容は以下の通りとなります
ので、ご連絡の前にご確認ください。

ご質問にお答えできる内容（概要）

� 製品に関して日本国内で公表されている一般的な内容

– 出荷日、出荷予定日

– 価格およびライセンス

– システム要件
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– ハードウェア（メモリ容量、ディスク容量）

– ソフトウェア（対応 OS、対応コンパイラなど）

– 製品の基本機能（カタログに記載されているレベルまで）

– 製品バージョン（RDBMS、Net などの接続対応バージョン
の案内）

– サポート・サービス契約の概要

※ サポート・サービス契約の照会、確認、お見積もりはディ
トリビューションセンターまでお願いいたします。

� カタログ、資料請求、セミナー内容に関するお問合せ

� お客様の個別環境への提案

� 製品概要の説明や応用例、システム構成について営業担当者への

相談

以下のお問い合わせにはお答えできませんので、あらかじめご了承くだ
い。

� マニュアルに関すること（オンライン・マニュアルも含む）

� 国内未発表の内容（日本オラクルが正式に公表した内容以外のも

� 他社から販売されているオラクル関連製品に関するお問合せ

� 技術的な内容（テクニカル・サポート・レベル）
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サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクルではお客様のシステムの健康状態を維持するために、サポート・

サービスをご用意しています。オラクル製品のエキスパートが、様々な形
でお客様の問題解決のお手伝いをいたします。

� 障害回避策提示

� 修正プログラムの提供

� インターネット・サポート

� 技術情報の提供 など

Oracle Support のサポート契約をご締結のお客様は、以下の技術サポート

を受けられます。サポート・サービスにはインターネットなどによる技術
サポートの他、各種技術情報へのアクセス、ご契約済み製品の新バージョ

ンの提供、Oracle Support NewsLetter（毎月）の提供などが含まれます。

□ 技術サポート

ご契約のお客様は、インターネットなどによる技術サポートを受けら

れます。

お問合せは、毎日 24 時間受付けております。お問合せの方法につい

ての詳細は、初回ご契約時にお送りする「スタートアップ・キット」
をご覧ください。

インターネットでは、次の Web サイトで Oracle Support について紹介

しています。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/
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□ Oracle MetaLink

Oracle Support では、24 時間ご利用いただけるグローバルなポータ
ル・サイトとして Oracle MetaLink をご用意しています。作業効率

高める強力な情報管理機能や、パーソナライズ機能などを備えて
す。

� 世界中で蓄積された 40 万件以上もの技術情報（英語）

� オラクル製品エキスパートへの日本語と英語どちらでも可能
技術問い合わせ

� 24 時間いつでも可能な最新のオンライン・セミナー（英語）

� 自動化されたヘルス・チェック機能や技術問い合わせ情報の
合管理など、先進的なサポート・ツール

□ ナレッジ・ベース KROWN

KROWN は、お客様からの技術問い合わせなどを基にして、これ

に 47,000 件以上の技術情報を収録したナレッジ・ベースです。情
は日々、追加 / 更新されており、常に最新情報を入手できます。

また、製品別 / システム・ライフサイクル別にナレッジを分類する
ディレクトリ・サービスでは、ライフサイクルの各フェーズで有

技術情報により、トラブルを未然に防ぐこともできます。
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□ Oracle Support NewsLetter

毎月更新されるサポート技術情報や、新しいバージョンの製品情報な
どを Email または Web でお届けします。Oracle Support NewsLetter に
は以下の情報が掲載されています。

� 重要技術情報

� 製品パッチ情報

� その他 サポート・サービス関連情報

□ お問合せ先

日本オラクル株式会社 ディストリビューションセンター

TEL：0570-093812

※ 受付時間：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00（土、日、祝祭日、年末年

始を除く）

ディストリビューションセンターでは、Oracle Support のサポート契
約について、以下のような情報をご案内いたします。

� 新規サポート契約に関するご相談

� サポート契約に基づくサービス内容のご紹介

� サポート契約書の記入方法

� サポート・サービス料金について

または、次の Web サイトにアクセスしてください。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/
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研修サービス研修サービス研修サービス研修サービス

日本オラクルの研修サービスに関する詳しいお問合せは下記までお願い

たします。研修サービスに関する詳細は、次の Web サイトでもご紹介
ています。

http://education.oracle.com/pls/web_prod-plq-dad/db_
pages.getpage?page_id=3&p_org_id=70&lang=JA

□ お問合せ先

日本オラクル株式会社 オラクルユニバーシティ

TEL：0120-155-092

※ 受付時間：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00（土、日、祝祭日、年

始を除く）
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11 ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよび

サポート・ドキュメントを簡単にご利用いただけることを目標としていま
す。オラクル社のドキュメントには、ユーザーが障害支援技術を使用して

情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式のドキュメント
で用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマー
クアップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社は

ドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする
他の技術ベンダーと積極的に連携して技術的な問題に対応しています。オ

ラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility 
Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し

てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読
めない場合があります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する

必要があります。しかしスクリーン・リーダーは括弧だけの行を読まない
場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理し
ない Web サイトへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社

およびその関連会社は、それらの Web サイトのアクセシビリティに関し
ての評価や言及は行っておりません。
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